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(57)【要約】
【課題】検出された顔に応じた露出制御において、検出
された顔の測光値の不安定さによるちらつきを防止し、
且つ画像の輝度変化が急激に生じる場合でも適切な露出
制御を可能とする。
【解決手段】撮像装置は、逐次撮像された画像の全領域
から取得された測光値に対する補正量を、画像から検出
された顔領域から取得した測光値に応じて算出し、その
補正量で補正した測光値に応じて露出制御を行う。撮像
装置は、この算出と露出制御において、顔領域の測光値
の変化に対する補正量の応答性を示す第１の時定数を、
画像の全領域の測光値の変化に対する露出制御結果の応
答性を示す第２の時定数よりも大きくする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　前記撮像手段により撮像された画像から人物の顔領域を検出する顔検出手段と、
　前記画像の全領域と、前記顔検出手段により検出された顔領域とから測光値を取得する
測光手段と、
　前記画像の全領域から取得された測光値に対する補正量を、前記顔領域から取得した測
光値に応じて算出する算出手段と、
　前記画像の全領域から取得された測光値を前記補正量で補正した測光値に基づいて露出
制御を行う露出制御手段と、
　を備え、
　前記顔領域の測光値の変化に対する前記補正量の応答性を示す第１の時定数を、前記画
像の全領域の測光値の変化に対する前記露出制御結果の応答性を示す第２の時定数よりも
大きくすることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記算出手段が、前記顔領域の目標測光値と当該顔領域から取得した測光値との差分値
から前記補正量を算出し、
　前記第１の時定数が、前記差分値の変化に対する前記補正量の応答性を示すことを特徴
とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記第２の時定数が、前記顔領域の検出の有無によって変化しないことを特徴とする請
求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　撮像手段を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記撮像手段により撮像された画像から人物の顔領域を検出する顔検出工程と、
　前記画像の全領域と、前記顔検出工程で検出された顔領域とから測光値を取得する測光
工程と、
　前記画像の全領域から取得された測光値に対する補正量を、前記顔領域から取得した測
光値に応じて算出する算出工程と、
　前記画像の全領域から取得された測光値を前記補正量で補正した測光値に基づいて露出
制御を行う露出制御工程と、
　を含み、
　前記顔領域の測光値の変化に対する前記補正量の応答性を示す第１の時定数を、前記画
像の全領域の測光値の変化に対する前記露出制御結果の応答性を示す第２の時定数よりも
大きくすることを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の撮像装置の制御方法の各工程をコンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置、その制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタルスチルカメラ、デジタルカムコーダなどの撮像装置においては、撮像さ
れた画像に基づいて測光を行い、得られた測光値に基づいて自動的に露出を決定する自動
露出制御（ＡＥ）機能を具備するものがある。このＡＥ機能を有する撮像装置では、人物
の顔が適正に露出されるように、撮像された画像において顔検出により検出された顔領域
で測光を行い、得られた測光値を考慮した露出制御を行うものがある（特許文献１）。
【０００３】
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　また、人物の顔を適正に露出する露出制御方法として、図４に示すように、画面全体の
測光値を取得する範囲（測光枠）と、それとは別に人物の顔の測光値のみを取得する顔専
用の測光枠とを設定、使用する方法がある。なお、図４に示すように、顔専用の測光枠は
画面内で人物の顔が検出された位置、顔の大きさにより設定される。特許文献２では、顔
の測光枠から取得される顔の測光値と、画面全体の測光値とを比較し、大きい方の測光値
を用いて露出制御を行うことで、露出を適正に制御する方法が提案されている。これによ
り、画面全体に比べて顔の測光値が明るい場合には、顔の測光値を元にした露出制御が行
われるため、顔の白とびを抑えることが可能である。
【０００４】
　また、画面全体の測光値と、顔の測光値とを使用する露出制御方法として、顔の測光値
から顔の露出を適正に収束させるために必要な補正量（顔補正値）を算出し、その顔補正
値を画面全体の測光値に考慮する露出制御方法がある。しかし、顔補正値を画面全体の測
光値に考慮する露出制御方法では、図５に示すように、顔位置から測光値を取得する際に
、その測光値が不安定になる場合がある。例えば、人物が常に正面を向いていないため髪
の毛など、本来測光したい人肌部分以外を測光したり、また、日陰や日向などの光源状態
が変化することで、顔位置に設定した測光枠から取得される測光値が安定しない場合が考
えられる。
【０００５】
　このような不安定な顔の測光値で算出された顔補正値を画面全体の測光値に考慮する露
出制御を行うと、画面全体の測光値が安定せず、収束しないため、画面全体の明るさがち
らつくことがある。そこで、顔の測光値の不安定さによる画面全体の明るさの変化を防ぐ
ため、顔補正値を画面全体の測光値に考慮する露出制御を行う際に、露出制御の時定数を
顔が検出されていない時よりも大きくすることで、応答性を遅くしている。これにより、
顔の測光値の不安定な変化を吸収して、画面全体の明るさの変化によるちらつきを防ぐこ
とが可能である。
【特許文献１】特開２００３－１０７５５５号公報
【特許文献２】特開２００８－７０５６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来技術では、顔が検出された際に露出制御の時定数をより大きな
値へ変更するため、シーンの切り替わりなどによる画面全体の急激な輝度変化に対応する
ができなかった。例えば、画面全体において大きな輝度変化が急激に発生した場合、時定
数の大きさによる露出制御の遅さから、画面全体の露出制御がその輝度変化に追従できな
い現象が発生する。これにより、画面全体の露出が適正に収束するまで時間がかかってし
まうため、長い間、適正露出ではない画像が表示されてしまう。
【０００７】
　本発明は、このような従来技術の課題を解決することを目的としてなされたものである
。本発明の目的は、被写体の顔を考慮した露出制御を行う場合に、検出された顔の測光値
の不安定さによるちらつきを防止し、且つ画像の輝度変化が急激に生じても適切な露出制
御を可能とする撮像装置、その制御方法及びプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、撮像手段と、前記撮像手段により撮
像された画像から人物の顔領域を検出する顔検出手段と、前記画像の全領域と、前記顔検
出手段により検出された顔領域とから測光値を取得する測光手段と、前記画像の全領域か
ら取得された測光値に対する補正量を、前記顔領域から取得した測光値に応じて算出する
算出手段と、前記画像の全領域から取得された測光値を前記補正量で補正した測光値に基
づいて露出制御を行う露出制御手段と、を備え、前記顔領域の測光値の変化に対する前記
補正量の応答性を示す第１の時定数を、前記画像の全領域の測光値の変化に対する前記露
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出制御結果の応答性を示す第２の時定数よりも大きくすることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、被写体の顔を考慮した露出制御を行う場合に、検出された顔の測光値
の不安定さによるちらつきを防止し、且つ画像の輝度変化が急激に生じても適切な露出制
御を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、この発明の実施の形態について図を参照して説明するが、この発明は以下の実施
の形態に限定されない。また、この発明の実施の形態は発明の最も好ましい形態を示すも
のであり、発明の範囲を限定するものではない。
【００１１】
　図１は、本発明の実施形態に係る撮像装置１００の概略構成の一例を示すブロック図で
ある。図１に示すように、撮像装置１００は、いわゆるデジタルスチルカメラやデジタル
カムコーダなどであり、被写体像を撮像するための撮像素子８を有する構成である。
【００１２】
　レンズ１は、撮像装置１００の外部から入射した光を撮像装置１００の内部に導く。な
お、図１では簡略化して１枚のレンズを図示しているが、通常、レンズ１は、複数枚のレ
ンズから構成される。
【００１３】
　絞り２は、入射する光量を調整する絞り羽根などである。絞り駆動モータ３は、絞り機
構駆動部１３より供給される駆動電力に応じて絞り２を駆動させる。絞り状態検出回路４
は、絞り２の駆動状態を検出し、その検出結果をマイクロコンピュータ１２に出力する。
なお、本実施形態では絞り駆動モータ３により絞り２が駆動される撮像装置を例示するが
、絞りが固定された撮像装置や絞りがない撮像装置であってもよい。このような撮像装置
は絞り駆動モータ３や絞り状態検出回路４を設けなくてよい。
【００１４】
　ＮＤフィルタ５（ND:Neutral　Density）はレンズ１から入射する光を減衰させる。Ｎ
Ｄフィルタ駆動モータ６は、ＮＤフィルタ駆動部１５により供給される駆動電力に応じて
ＮＤフィルタ５を駆動させる。ＮＤフィルタ駆動検出回路７は、ＮＤフィルタ５の駆動状
態を検出し、その検出結果をマイクロコンピュータ１２に出力する。なお、本実施形態で
はＮＤフィルタ駆動モータ６によりＮＤフィルタ５が駆動される撮像装置を例示するが、
ＮＤフィルタ５が固定された撮像装置やＮＤフィルタ５がない撮像装置であってもよい。
このような撮像装置はＮＤフィルタ駆動モータ６やＮＤフィルタ駆動検出回路７を設けな
くてよい。
【００１５】
　撮像素子８は、光電変換による被写体の撮像を行う。本実施形態に用いる撮像素子８は
、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semicondu
ctor）イメージセンサなどであってよい。
【００１６】
　ＣＤＳ／ＡＧＣ回路９は、撮像素子８の各画素に蓄えられた電荷（画像信号）に基づく
画像情報をサンプリング及び増幅する。なお、サンプリングでは相関二重サンプリング（
ＣＤＳ：Correlated Double Sampling）が、増幅では自動利得調整（ＡＧＣ：Auto Gain 
Control）が行われる。
【００１７】
　Ａ／Ｄ変換器１０は、ＣＤＳ／ＡＧＣ回路９から出力された画像情報（アナログ信号）
をデジタル信号に変換する。デジタル信号処理回路１１は、Ａ／Ｄ変換器１０から出力さ
れた画像情報（デジタル信号）に対して種々の信号処理を行う。
【００１８】
　マイクロコンピュータ１２は、マイクロコントローラや単にコントローラと称される回
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路であり、撮像装置１００の動作を統括的に制御する。例えば、マイクロコンピュータ１
２は、デジタル信号処理回路１１からの輝度・色等の情報を受けて、各種の演算処理を行
う。なお、マイクロコンピュータ１２が行う制御の詳細については後述する。
【００１９】
　絞り機構駆動部１３は、マイクロコンピュータ１２による制御に基づき、絞り駆動モー
タ３へ駆動電力を供給する。例えば、絞り機構駆動部１３は、撮像素子８により撮像され
た画像の測光値（輝度値）に応じたマイクロコンピュータ１２の制御により、絞り２を絞
る又は開放するための駆動電力を供給する。これにより、撮像装置では、撮像素子８に適
正な光量が入射するように絞り調整を行うことが可能となる。
【００２０】
　撮像素子駆動部１４は、マイクロコンピュータ１２による制御に基づき、撮像素子８を
駆動するための駆動パルス等を撮像素子８へ供給し、撮像素子８で撮像した画像の読み出
しや露出時間の調整を行う。例えば、撮像素子駆動部１４は、撮像素子８により撮像され
た画像の測光値に応じたマイクロコンピュータ１２の制御により、所定の露出時間で撮像
素子８の露出を行うための駆動パルスを供給する。これにより、撮像装置では、撮像され
た画像の測光値に応じて撮像素子８の露出時間を調整し、その画像を読み出すことが可能
となる。
【００２１】
　ＮＤフィルタ駆動部１５は、マイクロコンピュータ１２による制御に基づき、ＮＤフィ
ルタ駆動モータ６へ駆動電力を供給する。例えば、ＮＤフィルタ駆動部１５は、撮像素子
８により撮像された画像の測光値に応じたマイクロコンピュータ１２の制御により、ＮＤ
フィルタ５において入射する光の減衰量を増加又は減少するための駆動電力を供給する。
これにより、撮像装置では、撮像された画像の測光値に応じて撮像素子８に入射する光の
減衰量を調整することが可能となる。
【００２２】
　なお、絞りが固定された撮像装置や絞りがない撮像装置の場合、絞り機構駆動部１３は
設けなくてもよい。同様に、ＮＤフィルタ５が固定された撮像装置やＮＤフィルタ５がな
い撮像装置の場合、ＮＤフィルタ駆動部１５は設けなくてもよい。
【００２３】
　顔検出回路１６は、画像全体の情報から画像内における人物の顔検出（顔の位置や大き
さ）を行う。具体的には、撮像素子８で逐次撮像されてデジタル信号処理回路１１で処理
された後の画像がマイクロコンピュータ１２から逐次入力された場合に、画像の全領域に
おいて人物の顔がどの位置にあるか、その大きさはどれ程かなどの顔領域の検出を行う。
この顔領域の検出の結果はマイクロコンピュータ１２に出力される。
【００２４】
　顔検出回路１６における人物の顔検出方法は、公知の技術を適用可能であり、本発明と
は直接関係しないため、詳細な説明は省略する。なお、公知の顔検出技術としては、ニュ
ーラルネットワークなどを利用した学習に基づく手法、テンプレートマッチングを用いて
目、鼻、口等の形状に特徴のある部位を画像から探し出し、類似度が高ければ顔とみなす
手法などがある。また、他にも、肌の色や目の形といった画像特徴量を検出し、統計的解
析を用いた手法等、多数提案されている。一般的には、これらの手法を複数組み合わせ、
顔検出の精度を向上させている。具体的な例としては、特開２００２－２５１３８０号公
報に記載されるようなウエーブレット変換と画像特徴量を利用して顔検出する方法などが
挙げられる。
【００２５】
　輝度情報検出回路１７は、マイクロコンピュータ１２から出力されたデジタルの画像デ
ータに基づいて測光値を検出する。輝度情報演算回路１８は、輝度情報検出回路１７で検
出した測光値を演算処理して正規化し、マイクロコンピュータ１２で演算し易い測光値に
変換する。
【００２６】
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　記憶部１９は、ＲＡＭ（Random Access Memory）などであり、一時的にデータを保存す
る。例えば、記憶部１９は、撮像素子８で撮像されてデジタル信号処理回路１１で処理さ
れた後の画像データなどを一時的に保存する。記録媒体２０は、半導体メモリや光ディス
クなどであり、撮像素子８で撮像されてデジタル信号処理回路１１で処理された後の画像
データなどを記録する。なお、記録媒体２０へのデータの記録又は記録媒体２０に記録さ
れたデータの読み出しは、マイクロコンピュータ１２の制御の下で駆動する光学ドライブ
や接続インタフェースなど（いずれも図示しない）を介して行われる。
【００２７】
＜従来方法での動作＞
　撮像装置１００の従来方法での動作では、撮像素子８で逐次撮像された画像において顔
の測光値を適正に補正する露出制御をマイクロコンピュータ１２の制御の下で行う際に、
先ず、撮像する被写体を撮像素子８が感知する。そして、撮像素子駆動部１４の駆動パル
スに応じて撮像素子８の各画素に蓄えられた電荷が画像信号として出力される。撮像素子
８から出力された画像信号はＣＤＳ／ＡＧＣ回路９でサンプリング及び増幅される。サン
プリング及び増幅後にＣＤＳ／ＡＧＣ回路９から出力された画像信号はＡ／Ｄ変換器１０
でデジタル信号に変換されてデジタル信号処理回路１１へ送られる。
【００２８】
　デジタル信号処理回路１１では、Ａ／Ｄ変換器１０から出力されたデジタルの画像信号
に対して種々の信号処理を行う。デジタル信号処理回路１１の処理結果（画像信号）は、
マイクロコンピュータ１２が顔検出回路１６に送る。顔検出回路１６は、マイクロコンピ
ュータ１２から出力された画像信号に基づいた画像内における人物の顔位置、顔の大きさ
を検出し、検出結果をマイクロコンピュータ１２に出力する。
【００２９】
　その後、顔検出回路１６により人物の顔位置、顔の大きさが検出された場合、マイクロ
コンピュータ１２は、画像内の顔位置の測光値を取得するため、輝度情報検出回路１７に
よりその顔位置における測光値を取得する。次いで、マイクロコンピュータ１２は、輝度
情報検出回路１７により測光した顔の測光値を輝度情報演算回路１８へ出力し、輝度情報
演算回路１８により演算、正規化された顔の測光値を取得する。この時同時に、マイクロ
コンピュータ１２は、画像の全領域の測光値も輝度情報検出回路１７より取得し、輝度情
報演算回路１８により演算、正規化された画像の全領域の測光値を取得する。
【００３０】
　次いで、マイクロコンピュータ１２は、顔の測光値が適正に収束するように予め設定さ
れた顔目標値との差分値を算出する。その後、マイクロコンピュータ１２は、算出した差
分値から顔補正値を算出し、その顔補正値を画像全体の測光値に加算する。マイクロコン
ピュータ１２による露出制御では、この顔補正値を含む画像全体の測光値を、予め設定さ
れた画像全体の目標値に収束させることで、顔の露出が適正となるようにする。具体的に
は、マイクロコンピュータ１２は、露出制御において、検出された測光値が予め設定され
た目標値となるように、撮像素子駆動部１４による撮像素子８の露出時間や絞り機構駆動
部１３による絞り２の開口具合を制御する。
【００３１】
　このとき、マイクロコンピュータ１２は、画像全体の露出制御の時定数を、顔検出回路
１６により人物の顔が検出されていない場合に比べ、大きな値に設定することで、露出制
御による露出量の変化量を小さくする。なお、露出制御における時定数は、目標となる測
光値と現在の測光値との差分に対して被制御変数である露出量が単位時間あたりで変わる
早さを示す値、すなわち、露出制御の応答性を示す値である。
【００３２】
　この時定数を大きな値とする場合は、目標となる測光値と現在の測光値との差分に対す
る露出量の変化が遅く、応答性が低くなる。また、この時定数を小さな値とする場合は、
目標となる測光値と現在の測光値との差分に対する露出量の変化が早く、応答性が高くな
る。
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【００３３】
　例えば、露出制御では、現在の測光値と目標値との差分に応じて、目標値に収束させる
ために露出量を変化させることとなるが、時定数が大きい場合は露出量の変化が遅くなる
ため収束に時間がかかることとなる。逆に、時定数が小さい場合は露出量の変化が速くな
るためすぐに収束する。したがって、露出制御の時定数を大きな値に設定することで、人
物の顔に急激な輝度変化が生じる場合であっても、露出制御が不安定となることがないが
、画像の輝度変化が急激に生じる場合に適切な露出制御ができない。
【００３４】
＜本実施形態での動作＞
　撮像装置１００の本実施形態での動作では、撮像素子８で逐次撮像された画像において
顔の測光値を適正に補正する露出制御をマイクロコンピュータ１２の制御の下で行う際に
、先ず、撮像する被写体を撮像素子８が感知する。そして、撮像素子駆動部１４の駆動パ
ルスに応じて撮像素子８の各画素に蓄えられた電荷が画像信号として出力される。撮像素
子８から出力された画像信号はＣＤＳ／ＡＧＣ回路９でサンプリング及び増幅される。サ
ンプリング及び増幅後にＣＤＳ／ＡＧＣ回路９から出力された画像信号はＡ／Ｄ変換器１
０でデジタル信号に変換されてデジタル信号処理回路１１へ送られる。
【００３５】
　デジタル信号処理回路１１では、Ａ／Ｄ変換器１０から出力されたデジタルの画像信号
に対して種々の信号処理を行う。デジタル信号処理回路１１の処理結果（画像信号）は、
マイクロコンピュータ１２が顔検出回路１６に送る。顔検出回路１６は、マイクロコンピ
ュータ１２から出力された画像信号に基づいた画像内（画像の全領域）における人物の顔
位置、顔の大きさ（顔領域）を検出し、検出結果をマイクロコンピュータ１２に出力する
。
【００３６】
　その後、顔検出回路１６により人物の顔位置、顔の大きさが検出された場合、マイクロ
コンピュータ１２は、画像内の顔位置の測光値を取得するため、輝度情報検出回路１７に
よりその顔位置における測光値を取得する。次いで、マイクロコンピュータ１２は、輝度
情報検出回路１７により測光した顔の測光値を輝度情報演算回路１８へ出力し、輝度情報
演算回路１８により演算、正規化された顔の測光値を取得する。この時同時に、マイクロ
コンピュータ１２は、画像全体の測光値も輝度情報検出回路１７より取得し、輝度情報演
算回路１８により演算、正規化された画像全体の測光値を取得する。
【００３７】
　次いで、マイクロコンピュータ１２は、顔の測光値が適正に収束するように予め設定さ
れた顔目標値（顔領域の目標測光値）との差分値を算出する。その後、マイクロコンピュ
ータ１２は、算出した差分値を元に、露出制御の時定数よりも大きな値の時定数で顔補正
値（補正量）を算出し、その顔補正値を画像全体の測光値に加算する。マイクロコンピュ
ータ１２による露出制御では、この顔補正値を含む画像全体の測光値を、予め設定された
画像全体の目標値に収束させることで、顔の露出が適正となるようにする。
【００３８】
　このとき、画像全体の露出制御は、顔補正値の算出に用いられた時定数（第１の時定数
）とは別の時定数であり、その時定数より小さな値の時定数（第２の時定数）が用いられ
る。逆に言えば、顔領域の測光値の変化に対する顔補正値の応答性を示す時定数を、画像
の全領域の測光値の変化に対する露出制御結果の応答性を示す時定数よりも大きくしてい
る。
【００３９】
　例えば、画像全体の露出制御では、人物の顔の検出の有無に影響されることなく通常時
の時定数が用いられる。そして、画像全体の露出制御における顔補正値の算出に大きな時
定数を用いることで、顔検出回路１６により検出された顔位置で急激に測光値が変化した
場合であっても顔補正値の変化量は少なくなる。したがって、顔の輝度変化に対してちら
つきを抑えた安定した露出制御を行うことができる。また、顔検出回路１６により人物の
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顔が検出された場合であっても、画像全体の露出制御には、顔補正値の時定数よりも小さ
な値の時定数（例えば通常時と変わらない時定数）が用いられるため、画像全体の輝度変
化に対しては敏感に対応することができる。
【００４０】
　本実施形態では、図１に示すように、全て独立した回路部の構成を示している。しかし
ながら、全ての構成又はその一部はマイクロコンピュータ１２内に構成するようにする形
態であってもよい。
【００４１】
　次に、本実施形態の撮像装置１００においてマイクロコンピュータ１２が行う制御方法
について図２、図３を参照して説明する。図２は、本発明の実施形態に係る撮像装置１０
０の制御方法を示すフローチャートである。具体的には、図２には、撮像装置１００にお
ける露出制御について示されている。図３（ａ）～図３（ｄ）は、本実施形態での実際の
動作を表した図である。具体的には、図３（ａ）は顔測光値と顔目標値との差分の算出を
表す図である。図３（ｂ）は顔補正値の算出を表す図である。図３（ｃ）は画面全体の測
光値への顔補正値の加算を表す図である。図３（ｄ）は露出制御を表す図である。
【００４２】
　図２に示すように、処理が開始されるとマイクロコンピュータ１２は、Ｓ１０１におい
て、撮像素子８で撮像された画面全体の測光値を取得する。次いで、マイクロコンピュー
タ１２は、Ｓ１０２において、取得した測光値から露出制御のための評価値（目標値）を
算出する。
【００４３】
　次いで、マイクロコンピュータ１２は、Ｓ１０３において、顔検出回路１６により撮像
した画像内に人物の顔が存在しているか否かを判定する。Ｓ１０３の判定の結果、撮像し
た画像内に人物の顔が存在していない場合、マイクロコンピュータ１２は、後述する顔補
正値に関する処理を行うことなく、Ｓ１０８において通常の画面全体の露出制御を行い、
処理を終了する。
【００４４】
　一方、Ｓ１０３の判定の結果、撮像した画像内に人物の顔が存在する場合、マイクロコ
ンピュータ１２は、処理をＳ１０４へ進める。次いで、マイクロコンピュータ１２は、Ｓ
１０４において、Ｓ１０３で検出した顔位置に顔測光枠を設定し、設定した顔測光枠にお
ける測光値を輝度情報検出回路１７から取得する。すなわち、Ｓ１０４では、撮像した画
像内における人物の顔の測光値を取得する。なお、Ｓ１０３で検出した顔が複数ある場合
は、複数の顔の測光値を取得してもよい。
【００４５】
　次いで、マイクロコンピュータ１２は、取得した測光値を輝度情報演算回路１８により
演算、正規化し、Ｓ１０５において、顔の評価値（顔目標値）を算出する。次いで、マイ
クロコンピュータ１２は、Ｓ１０６において、顔用の大きな値の時定数を用いた顔補正値
の算出を行う。
【００４６】
　具体的には、Ｓ１０６において、図３（ａ）に示すように、顔の測光値が適正に収束す
るように設定された顔目標値と、顔の測光値との差分を算出する。その後、図３（ｂ）に
示すように、顔用の大きな値の時定数を用いた顔補正値を算出する。すなわち、顔目標値
との差分値を顔補正値としてそのまま画面全体の測光値に加算させるのではなく、時間に
対して変化量を小さくした顔補正値を画面全体の測光値に加算させるようにする。これに
より、顔の急激な輝度変化により画面全体の露出制御が不安定になることを防ぐことが可
能である。
【００４７】
　次いで、マイクロコンピュータ１２は、Ｓ１０７において、図３（ｃ）に示すように、
画面全体の測光値にＳ１０６で算出した顔補正値を加算する（顔の測光値が顔目標値より
もマイナス方向にあるので負の顔補正値を加算する）。次いで、マイクロコンピュータ１
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２は、Ｓ１０８において、顔補正値を含む画面全体の測光値が画面全体の目標値（評価値
）に収束するように露出制御を行うことで、顔の露出が適正となるようにする。
【００４８】
　従来の顔検出時の露出制御では、画面全体の露出制御の時定数を大きくし露光量の変化
量を小さくしていたため、輝度値の差が大きい画面全体のシーンの切り替わりなどで適正
露出に収束するまで時間を要していた。これに対し、Ｓ１０８における画面全体の露出制
御では、顔検出の有無に関わらず、露出制御の時定数が変更されることがない。
【００４９】
　したがって、顔が検出された場合であっても、露出制御の時定数が大きな値に変更され
ることがなく、シーンが切り替わる時のように急激に測光値が変化した際に露出を素早く
適正に収束されることができる。また、顔補正値用の時定数と画面全体の露出制御用の時
定数を個別に設定し、顔補正値用の時定数を露出制御用の時定数より大きな値にすること
で、顔の測光値が不安定であってもちらつきを抑えた露出制御を行うことができる。
【００５０】
　上述した、Ｓ１０１～Ｓ１０８の一連の処理により、撮像装置１００では、人物の顔が
検出された際に、顔補正値を用いた画面全体の露出制御が実行されることとなる。
【００５１】
　以上のように、撮像装置１００では、人物の顔を適正露出とするため、その顔の測光値
により顔補正値を算出する際の時定数と、画面全体の露出制御の時定数とを別にし、顔補
正値用の時定数を画面全体の露出制御の時定数より大きな値としている。これにより、顔
の測光値の不安定によるちらつきを抑えた露出制御を行うことができ、また、シーン切り
替わりのように画面全体の測光値が急激に変化する場合においても、露出を素早く適正に
収束させるような露出制御を行うことができる。したがって、本実施形態では、従来の方
法に比べ、顔の輝度変化に対してちらつきを抑えた安定した露出制御を行うことができ、
且つ画面全体の露出を素早く適正にする露出制御を行うことが可能である。
【００５２】
　なお、上述した実施の形態における記述は、一例を示すものであり、これに限定するも
のではない。上述した実施の形態における構成及び動作に関しては、適宜変更が可能であ
る。
【００５３】
（他の実施形態）
　上述の実施形態は、システム或は装置のコンピュータ（或いはＣＰＵ、ＭＰＵ等）によ
りソフトウェア的に実現することも可能である。従って、上述の実施形態をコンピュータ
で実現するために、該コンピュータに供給されるコンピュータプログラム自体も本発明を
実現するものである。つまり、上述の実施形態の機能を実現するためのコンピュータプロ
グラム自体も本発明の一つである。
【００５４】
　なお、上述の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは、コンピュータで読
み取り可能であれば、どのような形態であってもよい。例えば、オブジェクトコード、イ
ンタプリタにより実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等で構成する
ことができるが、これらに限るものではない。上述の実施形態を実現するためのコンピュ
ータプログラムは、記憶媒体又は有線／無線通信によりコンピュータに供給される。プロ
グラムを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク、ハードディ
スク、磁気テープ等の磁気記憶媒体、ＭＯ、ＣＤ、ＤＶＤ等の光／光磁気記憶媒体、不揮
発性の半導体メモリなどがある。
【００５５】
　有線／無線通信を用いたコンピュータプログラムの供給方法としては、コンピュータネ
ットワーク上のサーバを利用する方法がある。この場合、本発明を形成するコンピュータ
プログラムとなりうるデータファイル（プログラムファイル）をサーバに記憶しておく。
プログラムファイルとしては、実行形式のものであっても、ソースコードであっても良い
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をダウンロードすることによって供給する。この場合、プログラムファイルを複数のセグ
メントファイルに分割し、セグメントファイルを異なるサーバに分散して配置することも
可能である。つまり、上述の実施形態を実現するためのプログラムファイルをクライアン
トコンピュータに提供するサーバ装置も本発明の一つである。
【００５６】
　また、上述の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムを暗号化して格納した
記憶媒体を配布し、所定の条件を満たしたユーザに、暗号化を解く鍵情報を供給し、ユー
ザの有するコンピュータへのインストールを許可してもよい。鍵情報は、例えばインター
ネットを介してホームページからダウンロードさせることによって供給することができる
。また、上述の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは、すでにコンピュー
タ上で稼働するＯＳの機能を利用するものであってもよい。さらに、上述の実施形態を実
現するためのコンピュータプログラムは、その一部をコンピュータに装着される拡張ボー
ド等のファームウェアで構成してもよいし、拡張ボード等が備えるＣＰＵで実行するよう
にしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の実施形態に係る撮像装置の概略構成の一例を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る撮像装置の制御方法を示すフローチャートである。
【図３】（ａ）は、顔測光値と顔目標値との差分の算出を表す図であり、（ｂ）は、顔補
正値の算出を表す図であり、（ｃ）は、画面全体の測光値への顔補正値の加算を表す図で
あり、（ｄ）は、露出制御を表す図である。
【図４】従来技術において顔の測光枠、画面全体の測光枠の関係を示す図である。
【図５】従来技術において顔の測光値が不安定になる顔の状態を例示する図である。
【符号の説明】
【００５８】
１００　撮像装置
１　レンズ
２　絞り
３　絞り駆動モータ
４　絞り状態検出回路
５　ＮＤフィルタ
６　ＮＤフィルタ駆動モータ
７　ＮＤフィルタ駆動検出回路
８　撮像素子
９　ＣＤＳ／ＡＧＣ回路
１０　Ａ／Ｄ変換器
１１　デジタル信号処理回路
１２　マイクロコンピュータ
１３　絞り機構駆動部
１４　撮像素子駆動部
１５　ＮＤフィルタ駆動部
１６　顔検出回路
１７　輝度情報検出回路
１８　輝度情報演算回路
１９　記憶部
２０　記録媒体
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】
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